
                                                  

  

 

 

令和３年 ６月 １日 

 

  教 職 員   各 位 

 

                       研究報告編集委員会委員長 

                                                     

令和３年度研究報告原稿の提出について(通知) 

  令和３年度の研究報告に投稿希望の方は、下記により原稿を提出してください。 

  なお、「研究報告編集に関する規則」、「研究報告執筆及び投稿要項」及び「版下原稿見 

本」を添付しますので、原稿の執筆及び投稿に当たってはご注意願います。 

（今回の添付分は、図書館のホームページの利用者別案内「本校教員・技術職員」研究 

報告への投稿欄にも掲載しています。 

 

 https://www.miyakonojo-nct.ac.jp/library/library-guide/ 

 

記 

 

（１）原稿提出締切日時：令和３年１０月１日（金） １７時（厳守） 

（２）原稿提出先：学生課図書係 

（３）投稿の方法は、以下のいずれかで提出してください。 

      ①投稿票のコピーを添付した封筒に、投稿票１部及び論文の版下原稿のコピー 

２部を封入し（必ずのり付けすること。）、図書係に提出する。 

②投稿票及び論文版下原稿のフォント埋め込み PDFファイルを、学内グループ 

ウェアで図書係に提出する。図書係は同ファイルを受け取り次第、投稿者へ 

       受信完了の連絡をする。（「研究報告執筆及び投稿要項」にも記載されています。） 

 

注１．平成１５年度から「研究報告編集に関する規則」に著作権に関する規定が加わって 

いますので、ご注意ください。 

注２．過去に、「版下原稿見本」と著しく異なる原稿が見受けられました。添付の「版下原稿 

見本・サンプル」の電子ファイルを熟読の上、作成・提出するようご注意願います。 

注３．平成３０年度からは、「研究報告の原稿は原則としてモノクロ(白黒)頁とする。 

ただし、必要な場合はカラーも認める。」こととなりました。 

よって、カラーの制限はありません。 

注４．今年度（令和３年度）より、研究報告の発行形態は電子媒体のみとし、冊子体の発行 

   は行わないこととなりました。 

注５．研究報告中の Abstractは論文の一部とみなされますので、Abstractにつきましても 

   「0１_05(R03)研究報告通知等.pdf」後半記載の欧文・邦文各タイプ版下原稿見本の 

   指示をよくお守りください。 

 

http://www.miyakonojo-nct.ac.jp/library/library-guide/teacher/
http://www.miyakonojo-nct.ac.jp/library/library-guide/teacher/


都城工業高等専門学校研究報告編集に関する規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、都城工業高等専門学校（以下「本校」という。）の研究報告書の編

集及び発行等に関し必要な事項を定める。 

（名称） 

第２条 研究報告書の名称は、「都城工業高等専門学校研究報告」（以下「研究報告」と

いう。）とする。 

  なお、英語表記については、「Research Reports of National Institute of 

Technology(KOSEN), Miyakonojo College」とする。 

（投稿資格） 

第３条 研究報告に投稿することのできる者は、次に掲げる者とする。 

(1) 本校教職員 

(2) その他、第８条に規定する編集委員会で認めた者 

（発行） 

第４条 研究報告の発行日は、毎年１月２０日とする。 

２ 研究報告の形式は、A4 版左綴を原則とし、邦文は２段組、英文は１段組又は２段組

とする。 

（編集区分） 

第５条 研究報告は、論文等の内容により掲載順に「研究論文」、「教育論文」及び「資

料・紹介」に区分して編集する。 

２ 各区分における論文等の掲載順は、投稿者の所属学科等により、次のとおりとする。

ただし、投稿者がどの学科にも属さない場合は、論文等の内容により、第８条に規定

する編集委員会で決定する。 

一般科目（理）、応用数学、応用物理、機械工学科、電気情報工学科、情報教育センタ

ー、 一般科目 （化学）、物質工学科、建築学科、一般科目（文） 

（投稿数） 

第６条 研究報告に掲載する論文は、１人２編以内とする。 

（投稿期間） 

第７条 研究報告に掲載を希望する者は、毎年４月１日から１０月１日１７時までの間

に論文等を校長に提出しなければならない。 

（編集委員会） 

第８条 研究報告を編集し、発行するため、編集委員会を置く。 

２ 編集委員会に関する事項は、別に定める。 

（投稿上の注意） 

第９条 研究報告には、原則として他の刊行物に発表した論文等は掲載しない。ただし、

学会又は研究会等で発表したもの若しくは抄訳程度で発表したものを、新たに論文等

としてまとめたものは、この限りでない。 



２ 前項ただし書きに該当する場合は、その旨を論文等末尾に注記しなければならない。 

３ 論文等が本校以外の者との共同執筆の場合には、当該者の所属機関を脚注しなけれ

ばならない。 

（著作権） 

第１０条 著者は、研究報告に掲載された「研究論文」、「教育論文」及び「資料・紹介」

の複製権及び公衆送信権を、都城工業高等専門学校に委託するものとする。 

（その他） 

第１１条 研究報告の論文等の執筆及び投稿に関する事項は、別に定める。 

（事務） 

第１２条 研究報告に関する事務は、学生課において処理する。 

附 則 

この規則は、昭和５２年１１月１６日から施行する。 

附 則 

この規則は、昭和６０年 ７月 ９日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成２年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成６年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成１２年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成１３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成２９年１１月６日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成３１年２月８日から施行する。 

附 則 

この規則は、令和元年１１月６日から施行する。 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 



都城工業高等専門学校研究報告執筆及び投稿要項 

 

（趣旨） 

第１条 都城工業高等専門学校研究報告編集に関する規則第１１条の規定に基づき、研

究報告の論文等の執筆及び投稿に関し必要な事項を定めるものとする。 

（投稿論文の形式） 

第２条 論文は、内容が完結したものでなければならない。 

２ 論文の記述は、「題名、著者名、概要（Abstract 又はあらまし）、本文、参考文献」

の順とする。謝辞を記載する場合は、本文の直後とする。注を記載する場合は、本文と

参考文献の間とする。 

３ 題名は、論文の内容を適確に表現したものとする。また、副題を記載する場合は、

主題を改行した直後の行とする。副題の記載方法は特に指定しない。 

４ 邦文横書きの場合は、欧文題名及びローマ字による著者名を併記する。邦文縦書き

の場合は、欧文題名及びローマ字による著者名は記載しない。なお、記述形式は次の

各号に従うものとする。 

(1) 欧文題名の単語の頭文字は、接続詞、前置詞及び冠詞の場合を除き、大文字で記

述する。 

ただし、欧文題名の先頭の文字は大文字とし、名詞の後についてそれを修飾する分

詞は筆者の判断による。 

(2) ローマ字による著者名の形式は、差し支えのない限り「姓－名」の順とし、姓は

全て大文字で、名は頭文字のみ大文字で記述する。 

(3) 著者名が邦文の場合は「・」で区切り、欧文の場合は「,」及び「and」で区切る。

著者は、氏名の右肩に上付きアラビア数字を付し、脚注に所属を記載する。 

（例） 

阿部一郎 1・井上二郎 2・山田三郎 3 

ABE Ichirou¹, INOUE Jirou² and YAMADA Saburou³ 

（脚注の例) 

１都城工業高等専門学校機械工学科 

Department of Mechanical Engineering, 

National Institute of Technology(KOSEN), Miyakonojo College 

 ２東京工業大学工学部機械工学科 

Dept. of Mechanical Engineering, Faculty of Engineering, Tokyo Institute 

of Technology 

 ３九州工業大学工学部機械工学科               

Dept. of Mechanical Engineering, Faculty of Engineering, Kyushu Institute 

of Technology 

(4) 脚注の記載方法は、各専門分野の形式に準ずる。 

５ 本文は、研究の目的・意義、方法、まとめ又は結論等を含むものとする。 



６ 受理年月日は、投稿者が投稿年月日を仮の日付として記載する。査読の結果、問題

がなければ仮の受理年月日を正式の受理年月日として承認する。受理年月日は、概要

が欧文の場合は欧文で、邦文の場合は邦文で記載する。邦文縦書き論文の場合は論文

の最後に受理年月日を記載する。いずれの場合も（ ）書きとする。 

７ 概要は、研究の目的、方法、結論等を要約したものとし、欧文８００字（１５０ワー

ド）程度又は邦文６００字程度とし、英語で記載することが望ましい。Abstract 又は

あらましは太文字で記述する。 

８ 参考文献番号は、本文中に表した順に通し番号を表記する。 

(1) 本文中の参考文献番号は、上付きのアラビア数字で次のように記載する。 

「…等の研究１）によれば…、しかし、筆者等の一連の研究２～４）では、…」 

この、２～４）は、番号が連続する２）、３）、４）の文献を示す。 

(2) 論文末の参考文献は、「著者又は編集者名、著書又は論文名、発行機関名、頁、発

行又は出版年」の順に記載し、英字と数字は半角文字とする。 

９ 注の番号は、本文中に表した順に通し番号を表記する。 

本文中の注の番号は、上付きのアラビア数字で次のように記載する。 

「…年に実施した調査注３）によれば…。…双対尺度構成法注７）によって、…」 

ただし、論文末の注では「注」を用いず、３）、７）等と表記する。 

１０ キーワードを記載する場合は、概要の後に行を改め、「キーワード［  ］」の形

式で、［  ］内にキーワードを列記する。２行にわたる場合は２行目の先頭文字と

「 ［ 」を揃える。 

キーワードは最大５個までとする。英語のキーワードは、頭文字を大文字で記述する。 

１１ 資料等については、論文の形式に準ずる。 

（投稿論文の原稿形式） 

第３条  A４判用紙の版下原稿とする。 

２  版下原稿の形式は、欧文横書き１段組、欧文横書き２段組、邦文横書き２段組及び

邦文縦書き２段組の４種類とし、それぞれの｢版下原稿見本｣を基準に作成する。 

３ 原稿頁数は、４頁以上１２頁以内とする。 

４ 資料等については、論文の原稿形式に準じ、刷り上がりの最大頁数は１２頁とする。 

（文章表現上の注意） 

第４条 文章は、原則として常用漢字及び現代仮名遣いとする。 

２ 文中の外国語は原綴りとするが、固有名詞その他慣用されているものはカタカナで

記載する。 

３ 数字は原則としてアラビア数字とする。ただし、縦書きの場合や固有名詞中のもの

等については、この限りでない。 

４ フォントは版下原稿見本に従う。 

５ 大・中・小見出しは、いずれも太文字とし、フォントは版下原稿見本に従う。見出し

の数字と数字の間は半角のピリオドを打ち、最後の数字の後にはピリオドは打たない。

大見出しの前後は１行ずつ空ける。中見出しの前は１行空け、見出しの後は改行する。



小見出しの前は１行空けず、見出しの後は改行する。見出しとしての「謝辞」と「参考

文献」の頭には番号を付けず、それぞれの前後は１行ずつ空ける。 

６ 単位は、原則として国際単位系（SI 単位）を使用する。 

７ 式の番号は、（番号）の形式とする。 

（図、表及び写真の作成要領） 

第５条 図、表及び写真は必要最小限とする。 

２ 図、表及び写真には番号と表題を付け、英文表記とすることが望ましい。 

３ 図、表及び写真はカラーも可とする。 

（投稿の方法） 

第６条 投稿の方法は、次のいずれかの方法とする。 

(1) 投稿票のコピーを添付した封筒に、投稿票１部及び論文の版下原稿のコピー２部

を封入し（必ずのり付けすること。）、図書係に提出する。 

(2) 投稿票及び論文版下原稿のフォント埋め込み PDF ファイルを、学内グループウェ

アで図書係に提出する。図書係は同ファイルを受け取り次第、投稿者へ受信完了の

連絡をする。 

２ 研究報告編集委員会は、次の各項に掲げる全ての事項を調査し、いずれか満たさな

い事項がある場合は原則受理しない。 

(1) 投稿資格を満たしている。 

(2) 投稿票の記載内容と投稿原稿に相違がない。 

(3) 版下原稿見本に指示された段数、１段の行数及び１行の文字数である。 

(4) 版下原稿の頁数は、４頁以上１２頁以内である。 

(5) 版下原稿に通し番号が鉛筆書きで記入されている。（記入場所は頁下部中央） 

(6) 投稿期限日時までに提出されている。（定刻以降の提出は、いかなる理由があって

も受理しない。） 

３ 版下原稿は、査読終了後に、指示された期日までに提出する。 

なお、提出後に論文の修正はできないので注意する。 

査読後、訂正事項及び照会事項に挙げられた事項を修正すること以外の修正は認めら

れない。 

（校正の方法） 

第７条 校正は、研究報告の発行日に影響するので、定められた期間内に行う。 

２ 校正は、著者が作成した部分以外について朱書きで行う。 

（研究報告） 

第８条 研究報告は、原則としてモノクロ（白黒）頁とする。ただし、必要な場合はカラ

ーも認める。 

附 則 

１ この要項は、平成１３年４月１日から施行する。 

２ 都城工業高等専門学校研究報告投稿上の留意事項（平成３年４月１日施行）は、廃

止する。 



附 則 

この要項は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成１９年６月１１日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 

附 則 

この要項は、平成２３年６月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成２４年３月２日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成２７年７月９日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成３０年３月２６日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和元年１０月２９日から施行する。 

附 則 

この要項は、令和３年４月１日から施行する。 
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Preparation of Cross-Linked Microcapsules Entrapping Inorganic Salt by In-situ 

 

Polymerization in (W/O/W) Emulsion System 

 

 

MIYAZAKI Shiro 

(Accepted September XX,20XX) 

 

 

Abstract  Cross-linked microcapsules entrapping ascorbic acid magnesium salt as a core material were 

prepared by in-situ copolymerization of styrene and divinylbenzene in a (W/O/W) emulsion system. The effects 

of the preparation conditions of the microcapsules on the capsule morphologies, the entrapment efficiency and  

release profiles of the core matcrial were investigated. The entrapment efficiency of the core material was  

improved by lowering the volume fraction of the dispersion phase in the (W/O) emulsion and adding the salt to 

the outer aqueous phase when tricalcium phosphate was used as the dispersion stabilizer. Both the entrapment 

efficiency of the corematerial and the internal morphologics of the microcapsules affected the release profiles 

of the core material. 

 

Keywords  [Cross-linked microcapsules, In-situ polymerization,Porous particles, Entrapment efficiency, 

         Emulsion] 

 

 

1  Introduction 

 

Microencapsulation isausefulmethod for v 

the Microcapsule, prevents decomposition of the 

odor, Provides controlled release of the desired m 

state  . In a previous paper, the authors investiga 

the Diameter of the pores andspherical hollow 

in-situ Polymerization  . 

 

2  Experimental 

 

2.1  Materials 

The experimental preparation conditions of the (W/O/W) emulsion are shown in Tabe 1. The inner 

aqueous Phase ascorbic acid magnesium salt                      vas 

the Mod organic phase consisted ofa enz                                                azob 

called ADVN) as the polymerization initiator, tolueneaso                                   omer 

aouter aqueous phase  consisted of distilled water contain                                 cohol 

(Mw=22,000,hereafter called PVA) or tricakcium phosp 

called TCP10) as the dispersion stabilizert. 

 

 2.2  Preparation method of (W/O/W) emulsion 

   Preparatio        /W) emulsion was performed by the same method as that in a previous paper . The 

 inner aqu        d organic phase(total volume=50ml) were put in a homogenizer (MASUDA PH91) and 

 

【版下原稿見本(記入例）】 

欧文横書き１段組 版下原稿見本(1/1) １頁 48 行設定 

余白 25mm 

欧文フォントは Times New Roman またはCenturyの一方

を用い、ギリシャ文字など特殊文字記号には適宜他のフォ

ントを用いる。英数字、「,」、「.」、括弧等は半角とする。 

用紙端から 40mm 程度 

余白 20mm 

25mm 程度 13mm 程度 

13mm 程度 

余白 15mm 

20mm 程度 

※程度とは±2mm 以内 

13mm 程度 

Title-Keywords までのフォント、point 等欧文横書き

２段組印字見本(1/2)に全く同じであるので参照。 

本文開始位置 

本文 48 行、11point、１段組。英数字、括弧、ハイホン等の記号には半角を適宜

使用。特殊な用途の文字記号のフォントは指定しない。数式の入力にはワープロ

附属の数式エディター等を用いる。変数等の本文中のフォント式中のフォントは

一致させる。その他欧文横書き２段組み印字見本を参照 

参考文献番号の記載法：要項 1.7参照 

(参考) Table 1 はこの頁に入らないので、次頁に組み入れるように工夫する。 

【参考】縦方向のレイアウトは改行幅を加減して行う方法と、 

レイアウト枠を利用する方法がある。 

原稿は 600dpi 以上のレーザープリンタによる出力が望ましい。 

図例は邦文横書きに段組み版下原稿見本②を参照。 

2スペース 

2スペース 
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Abstract  Cross-linked microcapsules entrapping ascorbic acid magnesium salt as a core materia l were 

prepared by in-situ copolymerization of styrene and divinylbenzene in a (W/O/W) emulsion system. The effects 

of the preparation conditions of the microcapsules on the capsule morphologies, the entrapment efficiency and  

release profiles of the core matcrial were investigated. The entrapment efficiency of the core material was 

improved by lowering the volume fraction of the dispersion phase in the (W/O) emulsion and adding the salt to 

the outer aqueous phase when tricalcium phosphate was used as the dispersion stabilizer. Both the entrapment 

efficiency of the corematerial and the internal morphologics of the microcapsules affected the release profiles  

of the core material. 

Keywords  [Cross-linked microcapsules, Polymerization,Emulsion, Entrapment, efficiency, Porous 

        particles, Emulsion] 

 

 

1  Introduction                               was the model material. The organic phase consisted. 

                                                       Table 1 Experimental conditions 

Microencapsulation is a useful method for various 

purposes           intains the desired materials 

in the microcapsule prevents decomposition of the 

materials by : tastc 

and odor, Provides controlled release of the desired 

material and conversion of a liquid or even a gas to 

the solid state  . In this study , cross-linked 

microcapsules entrapping an ascorbic acid magnesium 

 

 

 

microcapsules, the entrapment efficiency and the 

release profiles of the core material were ingerstigated. 

                                                  

2  Experimental                               divi                                 as the 

                                              cro                                ylvaler 

2.1  Materials                                  

The experimental preparation conditions of the        The stvrene monomer and DVB were used after 

(W/O/W) emulsion are shown in Table 1. The inner                       on, The outer aqueous phase 

Mod organic phase consisted the asc                                    orbic acid n          alt 

the surfactant, and polyvinyl alcohol (Mw=22,000,hereafter called PVA) or tricakcium phosp called TCP10) 

called TCP10) as the dispersion stabilizert. 

 

Inner aqucous phase 0.534MAMg 

Organic phase Styrne:dlvinylbrnzene=1:1 

 1.0w/v% toluene 

 1.0w/v% 818SX 

Volumu Fraction 1 0.05~0.3 

Pirst emusiflcailon Homogenizer 5000rpm×10min 

Supersonic 10min 

Duler aquecous phase 

 

 

2.0w/v% PVA or TCP10 

0.25w/v%0.12 

(0~0.5M NaCl) 

Volume fraction 2 0.1 

Second emusiflcailon Homogenizer 1000rpm×10min 

In-sItu olymerization 100rpm 
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spherical  pores entrapping an ascorbic acid 

magr                                 in-situ 

polym                                   in a 

(W/O                                   sule 

morp                                  lease 

profit                                  nder 

varlous experimental conditions. The following 

results were obtained 

1. The tyoe of dispersion stabilizer affects the 

        efficiency of the core material. The use of 

TCP10 as adispersion stabilizer showed a higher 

entrapment efficiency compared with that of PVA. 

When using TCP10,the particle of TCP10 adsorbed 

on the entire (W/O) droplet surface, as a result, the 

stability of the (W/O/W) emulsion was increased and 

the entrapment efficiency was improved. 

  2. The entrapment efficiency of the core material 

can be improved by the prevention of formation of 

large spherical hollows inside the microcapsules, It 

was attained by lowering the volume fraction of the 

dispersion phase in the (W/O) emulsion, and 

controlling the salt concentration in the outer aqueous 

phase. 

 

Appendix 

 

  Power consumption of Kneader mixer is given by 

Eq.(Al)  . 

     P=Ψ(1+α)(2πRn)2RLμ175C         (A1) 
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Nomenclature 

 

C: concentration                 [M]or[w/v%] 

E: fractional entrapment           [%] 

D: average diameter              [μm] 

M: amount of core material        [kg] 

R: release ratio of core material     [%] 
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05_R2邦文横書き(サンプル)に施した設定等-2 

１ はじめに 

 

サンプルはWord2013で作成しました。作成する

際にWord2013のデフォルト設定以外で意識的に施

した入力や設定は後述の通りです。 

 

２ 設定等 

 

２.１ 全体に対しての設定 

 全体に対して、まず、以下の設定をしました。 

・上下左右の余白を規定値に。 

・段組を、2段、段間を 2字に。 

・文字数と行数を、23字、48行に。 

 

２.２ 最初のページの上部について 

本文の上部を以下のように作成しました。 

・空行に挟みながら、題名副題、著者名・著者名な

ど、Title など、Author など、Received など、

Abstractなど、Keywordsなどの文字の行を入力。 

・これらを中央寄せに。 

・文字を入れた行について、文字サイズを規定値に

設定。Receivedの行以外は、改行幅を文字サイズ

の 1.5倍に設定。 

・上記の空行の行に全角文字を１字ずつ入れ、縦方

向の空きが規定寸法になるように、改行幅で調整。 

・題名、著者名、Title、Authorの行で適当に改行。 

・Abstract と Keywords の行は適当に文字を増加。 

・Abstract と Keywords を両端揃えに。・Abstract

と Keywordsの全体を範囲指定して、ページレイ

アウト/インデントで左右のインデントを 5ｍｍに。 

・Abstract と Keywords の前後にダブルスペース。 

・Abstractと Keywordsを太字に。 

 

２.３ 学外著者の所属脚注について 

 Word2013 は、最初はレイアウト枠の挿入や設定

のためのボタンが表示されていないため、以下のよ

うにして、２つのボタンを Wordの画面上部左側に

表示させました： 

・「ファイル」「オプション」「クイック アクセス ツ

ールバー」をクリック。 

・「コマンドの選択」で「リボンにないコマンド」を

選択。 

・「レイアウト枠の挿入」を選択し「追加」、「レイア

ウト枠の詳細設定」を選択し「追加」、「OK」をク

リック。 

その後、レイアウト枠を挿入しました： 

・Word の画面上部左側に新たに出てきている、追

加した丸いボタンをクリックし、マウスを斜めに

ドラッグしてレイアウト枠を挿入（高さは数行分

の大体の高さ、幅は 2段分程度の大体の幅で、一

旦作る）。 

・レイアウト枠の枠内で右クリックして「レイアウ

ト枠の書式設定」をクリックし、ダイアログの「文

字列と一緒に移動する」のチェックを外し、「OK」

をクリック。 

・レイアウト枠の枠内で右クリックして「線種とペ

ージ罫線と網かけの設定」をクリックし、横と下

の罫線部分をクリックして（非表示にする）、「OK」

をクリック。 

・学外著者の記事を入力後、文字種、文字サイズを

規定値に、行間隔をその 1.5 倍に設定。両端揃え

にして中央に適当にスペースを挿入。 

・レイアウト枠の高さと、上下位置と、左端位置、

右端位置を適宜調整。 

・謝辞と注、参考文献を適当に入力。注と参考文献

では、各項目について 2行目以降の桁下げ位置をや

や右に（マウス操作で指示する際に、altキーを押し

ながら指定）。 

 


